





Attitude to Child-raring Groups in Mothers with Young Children :
Concidering their Personalty Factors.




































































































































なし 中途 継続 計
幼稚園 15 10 66 43
保育所 86 30 45 161
サークル 0 2 41 91




























番号 内　　　　　容 F1 共通性
期待９ 子育ての悩みを共有できる .782 .612
期待７ 母親同士で話すことができる .763 .582
期待４ 子育ての情報を得ることができる .737 .542
期待６ 子育てサークルに来ることで気分転換ができる .736 .542
期待３ 自分に友達（ママ友）ができる .713 .509
期待８ 子育てサークルの支援員（保育士など）と話すことができる .671 .450
期待５ 家庭では出来ない活動ができる .512 .262
期待２ 子どもに友達ができる .483 .233




番号 内　　　　　容 F1 F2 F3 共通性
性格７ くよくよ考え込んでしまう .866 .208 .058 .796
性格10 あれこれ悩んだり、思いわずらったりしてしまう .847 .225 -.003 .768
性格13 どうでもいいことを気に病んでしまう .829 .218 .062 .738
性格８ 心配性だ .761 .134 .043 .599
性格15 いつも何か気がかりだ .658 .135 -.048 .454
性格５ おとなしい性格である .160 .906 .048 .849
性格１ にぎやかな性格である -.042 -.715 .239 .571
性格12 引っ込み思案である .363 .710 .032 .638
性格３ 地味で目立たない性格だ .283 .667 -.160 .551
性格14 無口である .173 .619 -.071 .419
性格４ 思いやりがある -.092 .090 .803 .662
性格２ 誰にでも親切にする -.067 -.107 .761 .595
性格６ 人助けのためなら、厄介なことでもやる .048 -.066 .505 .262
性格11 人情があつい .190 -.201 .440 .270
因子寄与 3.49 2.91 1.78 －








































































































（p<.01）、CL4で は ｔ（13）=2.72（p<.05）、CL5で は
ｔ（23）=2.16（p<.05）、CL7で は ｔ（9）=-.200（ns.）
となった。これまでの分析から、全体としては期待尺
度に比べて感想尺度の得点が低下する傾向にあるが、
CL2とCL7の２つのグループでは期待得点と間総得点
の間に有意差が存在せず、期待と感想が一致していた。
考　察
１．子育てサークルへの参加後の感想について
　本研究では、子育てサークルに対する期待尺度と感
想尺度を比較して、サークルへの参加が母親にとって
満足のいくものかどうかを検討した。２つの尺度を比
較した結果、参加する前に抱いていた期待に比べて参
加後の感想の得点が低下していた。特にそれは中途群
で顕著に見られた。したがって、本研究を実施したＡ
市内の子育てサークルは、利用者のニーズに十分に応
えられていないという現状が明らかになった。期待尺
度が１因子構造であったことから、子育てサークルの
利用者は複合したニーズを同時に抱いていることがわ
かる。したがって、様々なニーズのいずれもがある程
度満たされるような活動が求められている。
　小林（2005）が指摘するように、グループワーク
を通じて母親同士がコミュニケーションをとる機会が
十分に保証されている子育てサークルでは、参加者の
満足度は高いと考えられる。小林（2005）の実践で
は、保育を専攻する学生が子育てサークルの活動を企
画し、親子のふれあいを促進したり、親子同士が一緒
に遊ぶ場を設けている。さらに母親だけが集まってグFigure 3　各クラスターのパーソナリティの特徴
Figure 4　各クラスターの態度の変化
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ループワークを行ったり、専門家に気軽に相談できる
場が設定されている。スタッフや会場の確保といった
問題はあるが、多様なニーズに応えられるような子育
てサークルを展開することは可能であると考えられ
る。
２．母親のパーソナリティによる感想尺度の違い
　母親のパーソナリティを７つのクラスターに分類
し、期待尺度と感想尺度を比較した結果、CL2とCL7
の２つのグループのみ感想の得点が低下していなかっ
た。そこで、この２つのクラスターに共通する特性を
検討する。Figure 3と分散分析・下位検定の結果から、
この２つのクラスターはいずれも内向性が低いという
共通点が見られる。情緒不安定性に関してはCL2が低
くCL7は高い。また協調性に関しては、CL2が平均レ
ベルでCL7は低い。したがって、この２つのクラス
ターの共通点は内向的でないという点だけである。し
たがって、内向的でない（外向的な）母親は、子育てサー
クルへの態度が低下しないと考えられる。逆に、内向
的な母親には、参加者同士の間形成を構築できるよう
な活動が有効であろう。
　なおCL5は、内向性が低いにもかかわらず感想尺度
が低下している。CL5は協調性が高く、他者のために
自分を生かしたいと考える母親である。したがって、
サークル内でリーダー的な役割を与えるなど、他者の
ために活躍できる場を与えることで態度の変化を防げ
るのではないだろうか。
　このように、母親のパーソナリティによって子育
てサークルへの態度の変化に違いが生じている。サー
クルの主催者や支援者には、母親のパーソナリティ
を考慮したきめ細かいサークルの運営が求められる。
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